
憲法をいか し､ い のらとくらしを守る平和な社会を
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塵保開法法寮叛戦争法衰) が 2 0 1 5 年 9 月 1 9 日 ､ 強行挽決 きれ ま し た ｡ 戦後 7 0 年

戦争を しなか っ た月本が戦争に ひ きずり こま れる危険が迫 っ て きて い ます｡
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■
に きせ な い た め に ､ 私 たち は どうし たら良い の で し ょ うか?

よ-う｡ お萄 い あ わせ てぜ ひ ご参かく だ さ い ｡

と き 6 年3 月 8 日 ( 火) 1 8 : 1 5 … 2 0 : 1 5

と こ ろ 工ル ･ パ ー ク仙台5 階セミナ ー ホ ー ル

(仙台 三 魅定禅寺通り館/ 下図参照)

資料代 5 0 0 円

鶉 師 有馬 理恵 さ ん (劇団俳優座所属)

鶉 演 差別 と戦争をなくす たやに
～ お しば い と おは な し ～

- ふ る え る ような怒り の奥底 に

すがるような生命の願 い があ っ た
-

､ 仙 ぎ市役所
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(南1 番出口より地下道で連結)
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★有馬理 恵さんプ ロ フ ィ ー

ル★

和歌山県生まれ｡ 劇 団俳優座所属｡ 1 0 歳の 息子の 母｡

高校時代に ｢ 釈迦内柩唄｣ ( 水上勉作､ 浅利香津代主演) を観 て衝撃を受け､

芝居 の逢 へ ｡ 1 9 9 1 年俳優座 入 団｡ ｢ 免生 の オリザ ニ ン｣ ｢ か も め｣ ｢ 肝 っ 玉

お っ 母 と そ の 子供たち｣ ｢ 窓法ミ ュ
ー ジカ ル｣ な ど数多く の 作品 に 出演しつ つ ､

1 9 9 9 年より ｢ 釈迦内柩唄｣ を ライ フ ワ ー ク と して各地 で 主演｡ そ の 数 は5 0 0

ス テ ー ジ に お よ ぶ
｡
2 0 1 2 年より演出 は氷倉斉か年さん が担券｡

2 0 1 3 年日本新劇俳優協会 ｢朗貌 ･ M in i F e sti v al｣ 観客骨受労｡

2 0 1 2 年米周 ルイ ビ ル 国際映画祭最優秀ドキ ュ メ ン タ リ ー 常史晋作品 ､ 映 晶

｢ 円空 ･ 今 に生き る｣ で ､ 円空 の 尊を演じる ｡

2 0 0 3 年文 化庁新進婁術家国内研修生｡

主催 国際女性デ ー 宮城県実行委員会

仙台市青葉区五橋1 - 5 - 1 3 新日本婦人の会宮城県本部気付 取L O 2 2
- 2 6 2 - 5 1 0 1



国際女性デ ー とは ･ ･ ･

1 9 0 4 年3 月 8 日 に ニ ュ ー

ヨ
ー

ク の 女性 たちが ｢ パ ン よ こせ｣ ｢ 女性たも参政権を｣ ヒ

デ モ を起 こ した行動をま已念して ､ 1 9 1 0 年に 3 月 8 EI を女性 の 解放 と平和 な社会建汲の た

め の 国際的な戦 い の 日 とす る こ と が絶唱 され ､ 国連 は 1 9 7 5 年 ( 国際婦人年) に こ の 日 を

｢ 国際女性デ ー

｣ ヒ定め ま した｡ こ の 日 せ界各国 で免念行事や催しが開催されて い ます ｡

日本で は 1 9 2 3 年に第 1 回 が弾圧 の 中で 持た
~
れ

､ 今に歴史を引き継 い で い ます｡

国際 (国連) 女性デ ー 宮城県集会
第 5 1 回 ～ 第 5 5 回の あゆみ

回 日時 堵師 ･ 所属 舗演題日 会場

5 1

2 0 1 1 (平 2 3) 年

3 月 8 日 ( 火)

1 8 : 1 0
′
､ - 2 0 : 1 5

お ぐり じゅ ん こ

小 栗 純 子 人周 と して 客室乗務員と して エ ル ･ パ ー ク仙 台 5 階
日本航空キ ャ ビ ン ク ル ー

ユ ニ オ ン ･ 副委員長

～ 今､ 私達の闘 い は ～ セ ミ ナ ー ホ ー ル

空 の 絶 対妥仝をめ ざして一 日航 の ｢整理 解雇｣ と た た か う女性た ち
-

2 0 1 0 年 1 2 月 3 1 日 ､ 日 本航空 ｢ 整理解庖者｣ 1 6 5 名の 一 人 と な っ た小泉さ ん は ､
｢ 裁判 と職場

の飼 い で J A L の 真の 卑生を め ぎす｣ と凛 として お藷を して く ださ い ま した｡

5 2

2 0 1 2 (千 2 4) 年

3 月 8 EI ( 木)
1 8 : 1 5

′
､ - 2 0 : 1 5

い と う ち ひ ろ

伊藤 千尋
ジ ャ

ー

ナ リ ス ト

脱原奔に向かうせ界と日 本
地球を生 か す

エ ル ･ パ ー ク仙台 6 階

ス タ ジオホ ー

ル

朝 日新聞社ま己者
～ 市民が創 る自然 エ ネル ギ

ー
～

戦瀾 ( せ ん とう) で なく餞湯 ( せ ん とう) を ! 憲法 と 地球 の カを活 か し､ 平和 で安全な せ界を!

憲法を活 か し平和を創 る ､ 社 会 を変え るせ界 の 人 々 の 姿を全国各地 で熱く潜 っ て い る 伊藤さん
は
､
ど う新し い 社会を創 っ て い け ば い い の か をせ 界と 日本 の 事例か ら提寮して く だ さ い ま した｡

5 3

2 0 1 3 (平 2 5) 年

3 月 8 日 ( 金)

1 8 : 1 5 ～ 2 0 二 1 5

か ね こ まさ ろ

金子 膝 生きる権利 と日本国憲法 エ ル ･ パ ー ク仙台 5 階
立 正大学法学部数枚

憲法学

ー

"

憲法 の 登り部
"

と なる ため に - セ ミ ナ ー ホ ー ル

頭 で は わ か っ て い る と思 い つ つ ､
実 は 知 らな い こ と も多 い ｢ 憲法｣ に つ い て ､ 督科を示 しなが ら

丁寧に説明 し て く だ さ い ま した｡ ｢ 戦争す る 日本｣ つ くりで は なく､ ｢ 平和的福祉国家｣ の 考え
の も と で 初 め て ｢3 ユ1｣ の 被叉身 の 救済が可能となる と熱く薔 っ て く だ さ い ま した｡

5 4

2 0 1 4 (平 2 6) 年

3 月 8 El ( 土)

ユ8 : 3 0
一
- 2 0 : 3 0

か たや ま さ と し

片 山 知史. 放射能汚染と 水産物 へ の 影響 ユ ル
･ パ ー ク仙 台 5 階

東北大学大学院

農学研究科教授

一 次射能汚染問題 に どう向き合う か - セ ミ ナ ー ホ ー ル

東日本大震叉か ら 3 年､ 津波で大きく改変した沿岸部 も 一

部 を除 い て 回 復した と判断され る が

｢ 放射能さえなければ｣ と い う福島の 漁 民の 悲痛な官営の 紹介と とも に省庁を超えた水産物
･

食

品管理 シ ス テ ム
.
の

.
検討が必婁 と藷 られまし た ｡ 参か身 の質問も多く ､ 関 心 の 高さが伺えま した｡

5 5

2 0 1 5 (平 2 7) キ

3 月 8 日 ( 日)

1 3 : 3 0 へ ′ 1 5 : 3 0

か な と も こ

海南 友子 平和を め ざすメ デ ィ ア の 役割 T K P ガ
ー

デ ン シテ ィ

ドキ ュ メ ン タ リ ー 映 蕗

監督

一

骨 と して ､ ジ ャ
ー

ナ リ ス ト と して -

仙台勾歩台 ホ ー

ル 3

学生時代やN H K 入 社後 の体験を藷られた後 ､
フ リ ー に な っ て 作 っ た ｢ に が い 汲 の 大地 から｣ は

7 0 年南日本軍が中国 に遣庸した化 学兵器 の被害が今なお起きて い る 現 実を多く の 人 に知 っ て 欲

し い と藷 されました｡ 10 0 年後の 木祖を見つ め て生きなければ
… と結 ん で ､ 領演を終えま した｡

(海南友子 さ ん の鶉演) (東
一 各町 を パ レ ー

ド)

第 5 5 田 宮域県県会 は ､ 鶉演 ､ ア ピ
ー

/レ ( 寮) の採択後 ､ 小 雨 の ヤミ モ ザの 花

や プ ラ カ
ー

ドを待 っ て ､ 勾歩合公 園市民

広場か ら泉
一 各町 ～ 骨普通りをパ レ

ー

ド

し､ 仙都合館前で流れ解散 と なりまし た ｡

★★★

国 際女 性デ ー 宮城 県 実行委 員 会




